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第二次中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 24 年３月期を初年度とする第二次中期経営計画を策定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 第二次中期経営計画策定の目的 

 当社は平成 21 年 3 月期を初年度とする 3 ヵ年の第一次中期経営計画を策定し、コアドメインの確立と拡大、

収益力の向上、新しいサービス事業への取組みといった各施策に取り組み、当社の企業体力は確実に向上して

まいりました。当社といたしましては引き続き売上増大の構造構築を推進し、当社がビジョンとして掲げてお

ります「Human Communication Integration の実現」を達成するために、第一次中期経営計画を承継する第二

次中期経営計画を策定いたしました。 

 

２． 第二次中期経営計画の重点施策 

 

  フェーズ１ 

■ ソリューションとプロダクトの商品力強化による拡販 

■ 新機軸サービス事業への取組み 

  フェーズ２ 

■ ライセンス事業による安定収益化 

■ ソリューションサポート事業による安定収益化 

■ 新機軸サービス事業への取組み 

  フェーズ３ 

■ サービスプラットフォームによる収益安定拡大基盤の確立 

■ ライセンス事業による収益安定拡大基盤の確立 

■ ソリューションサポート事業による収益安定拡大基盤の確立 

 

３． 主要数値目標 

平成26年3月期 連結売上高33億円  連結営業利益6億円  連結経常利益7億円 

 

４．その他中期経営計画の詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

以 上 

 

※ 数値目標等に関する注意事項 

当資料に記載されている内容は、当社が判断した種々の前提および仮定に基づいたものであり、記載された

将来の計画・目標数値、施策の実現を確約または保証するものではありません。実際の業績は、今後の事業環

境の変化等様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 
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4 １－１． アドバンスト・メディアのＶｉｓｉｏｎ 

  アドバンスト・メディアは、「機械」との自然なコミュニケーションを実現し、 

  豊かな未来を創造します。 

私たちアドバンスト・メディアは、有用な最先端技術を広く社会へ普及させ、その実用化を通して 

既成概念を創造的に破壊し、全く新しい価値観・文化を構築することに挑戦してまいります。 

人が機械に合わせないと意思が伝達できないハードコミュニケーションの時代を、人が自然に意思を 

伝えられるソフトコミュニケーションの時代（ＳＣＥ：Soft Communication Era）へと変革してまいります。 

そして、社会にとって、人にとって、真に「楽しく」「役に立つ」世界の実現を目指します。 



5 １－２． 実現すべき未来の姿 ～ソフトコミュニケーション～ 
       （SC：Soft Communication） 

これまでの人間と機械の関係 AMIが実現する人間と機械の関係 

ソフトコミュニケーション 



6 １－３． 音声認識技術ロードマップ 

ＰＣ、電話での利用 
不特定話者性、  

発話のスピード、抑揚、 
アクセントの違いに対応 

開発フェーズ 

導入フェーズ 

モバイル対応の付加 
携帯端末、家電、 
車での利用 
（DSRとHSR) 普及フェーズ 

サービス化と擬人化 
オントロジー、 

知的推論機能の装備 

                設立 
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8 ２－１． 第１次中期経営計画における事業活動の定性的評価 

コアドメインの確立と拡大 

新たな成長分野の確立 

新しいサービス事業への挑戦 

フ
ェ
ー
ズ
１ 

フ
ェ
ー
ズ
２ 

フ
ェ
ー
ズ
３ 

パートナーとの連携構築進展 

みずほ情報総研との関係深耕 

日立グループとの連携強化 

商品力・販売力の強化 

東邦薬品との業務提携（ＯＥＭ供給開始） 

コールセンター向け戦略商品「communication Suite」販売 

iPhone向けアプリケーション開発への取り組み 

個人向けパッケージ製品AmiVoiceSPリリースおよび好調な販売 

注目かつ重要案件の獲得 

東京都全１２委員会議事録システム一拢採用 

Yahoo！音声検索アプリへの採用 

コールセンターにおける大型案件獲得数の大幅な増加 

ニチイ学館との資本業務提携 

サイバークラーク研究所設立し共同で事業構築開始 

ニチイ学館への当社技術の導入 

定性目標 主な取り組み実績 

第１２期から第１４期に亘る第1次中期経営計画においては、それぞれ以下の目標を掲げ取り組み 

ました。主な実績は下記のとおりです。



9 ２－２． 第１次中期経営計画における数値実績総括 

案件を峻別した結果、売上高は計画に対し未達に終わりましたが、開発工数管理能力の向上・販管 

費抑制等の効果により、収益性が高まり、粗利益率の改善および営業損失の縮小に寄与しました。

▲595 ▲356 

1,247 

1,090 

0 

1,000 

1,250 

1,500 

（百万円） 

500 

 

▲304 

▲557 

2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期 

粗利益率 56.4% 59.5% 60.4% 

販管費（百万円） 1,210 1,099 1,034 
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11 

マーケットに普及するために マーケットに浸透するために 

３－１． 事業の普及にあたっての価値観 

アドバンスト・メディアでは、音声認識技術を利用した新しい事業の創造・普及に取り組んでいます。 

事業の認知、普及に至るプロセスでは、３つの重要な価値観（ＪＵＩ）が必要であると考えています。  



12 ３－２． 事業領域 

■議会議事録作成 
■講義、講演録作成 

■データ入出力、記録 
 ・作業報告、日報 
 ・点検、設備診断 
■顧客対応 
 ・電話番号自動案内（内外線） 
 ・受付案内  

■放射線／病理画像レポート 
■電子カルテ 
 ・大病院 ・診療所 
 ・歯科クリニック 
■調剤薬局向け薬歴作成 

■携帯DSRによる一般消費者向け 
 モバイルサービス 
 ・音声認識メールクラウド 
 ・音声検索（Yahoo！） 
 ・音声付箋紙等 
■アプリ開発ベンダへの音声認識 
 技術の提供  

■声紋認証 

3,435ユーザ以上導入 
累計 11,361ﾗｲｾﾝｽ 

自治体・民間、累計 68施設
累計 393ﾗｲｾﾝｽ 

金融・産業ユーザ 約354社 5,419ﾗｲｾﾝｽ 

■次世代コールセンタソリューション 
 ・オペレータ支援  ・モニタリング 
 ・通話録音書起こし  ・注意事項説明 
 ・ＩＶＲ  ・コンプライアンス対応 

AmiVoice® は、着実にライセンス数を伸ばし、一般消費者、企業で実用化が加速しています。 

累計  9,772ﾗｲｾﾝｽ 

■発音評定・矯正 
 （英語,日本語） 
 
 
■英語教育会員数 
 
■ゲーム 

累計 221,252ﾗｲｾﾝｽ 

高校・大学 268施設以上 
累計 184,657ﾗｲｾﾝｽ 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/B002WQHLH0/sr=1-1/qid=1259226606/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=637392&s=software&qid=1259226606&sr=1-1


13 ３－３． 市場化戦略 

第一次中期経営計画 第二次中期経営計画 

第
一
次
中
期
経
営
計
画 

第
二
次
中
期
経
営
計
画 

ソ
フ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

普
及
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン 

ソフトコミュニケーション 

深堀りのためのアクション 



14 ３－４． 第２次中期経営計画の位置付け 

当社はＨＣＩ（Human Communication Integration）の実現をビジョンに掲げ、人間中心の機械との 

関係（ソフトコミュニケーション）を構築するためのインターフェイス革命に取り組んでおります。

プロダクトアウト型ビジネス マーケットイン型ビジネス 

ソフトコミュニケーションへの第１ステップ ソフトコミュニケーションへの第２ステップ 

ソリューションンサポート事業 

ライセンス事業 

サービス事業 サービス事業の立上り 

ライセンス事業の立上り 

ソリューションサポート事業の立上り 



15 ３－５． 第２次中期経営計画の概要 

コールセンター向け、携帯電話・端末向け、医療・調剤・製薬向けなど 

・商品力強化、開発力の充実 

・有力パートナーとの連携構築と 

 強化 

・ＶＤＳシステム稼働環境整備 

・医療/議事録分野での市場化 

・マイク、雑音処理技術の強化 

・自然言語処理、オントロジー、 

 知的推論技術との融合 

・各種音声認識クラウドサービス 

  音声対話型サービス 

  音声検索サービス 

  音声翻訳サービス ・・・ 

＝ 

＝ 



16 ３－５． 第２次中期経営計画の概要 

■VASモデルによるサービス事業 

■VDSモデルによるサービス事業 

ソフトコミュニケーションの時代 



17 ３－６． 事業ポートフォリオのターゲット 

ソリューション 

サポート 

ライセンス サービス 

金融・製造 

Ｅ＆Ｅ 

モバイル 

ソリューション 

サポート 

ライセンス サービス 

金融・製造 
議事録 

医療 

Ｅ＆Ｅ 

モバイル 

議事録 

医療 

ＶＤＳの展開 

ＶＡＳの導入 

第1次中期経営計画において需要を顕在化させ、売上実績を上げたコールセンターを中心とした 

金融・製造分野を伸張させるとともに、ＶＤＳ・ＶＡＳの導入・展開によりサービス事業を伸張させて 

まいります。



18 ３－７． ボイスデータサービス（ＶＤＳ） 

多くの事業分野で「音声データをテキスト化する」大きな潜在需要があります。当社では音声認識 
技術AmiVoice ®を活用し、仮想テキスト生成工場（サイバーテキストファクトリー）を通して、音声 
の自動テキスト化サービスを事業化してまいります。この当社のサービスを「ボイスデータサービス」 
と呼びます。

作業現場 

Data Base 

管理部門 

業務システム 

確認 
 

 

修正作業 
Text 
Data 

（確認済） 

Text 
Data 

（承認済） 

Text 
Data 
（Draft） 

Voice 
Data 

音声データ 

Voice 
Data 

音声データ 

AmiVoice ® 



19 ３－８． ボイスアクティベーションサービス（ＶＡＳ） 

当社では音声認識技術AmiVoice ®を活用し、自然言語処理技術やエージェント技術等の他の 

技術を融合し、新しい対話型のサービス事業に取り組んでまいります。 

この対話型サービスを「ボイスアクティベーションサービス」と呼びます。

サービス例 

AmiVoice ® 

＋ 



20 ３－９． ホールプロダクト戦略の推進 

ホ
ー
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
化

の
プ
ロ
セ
ス 

顧
客
層 

製品がどのように役立つか
ということよりも機能や技術
に関心を示す購買層 

技術指向ではなく、新たな
技術がもたらす利点を検討、
理解し自らの直感と先見性
で自分たちの抱えている問
題を解決するために製品の
購入を決定する購買層 

リスクをとってでも新しい製
品や技術によって「変革の
ための手段」を購入する層 

ハイテク製品に対して抵抗
を感じず実用性を重視し、
他社の導入事例を確認して
から購入を決定する購買層 

リスクを限定し新しい製品や
技術によって「生産性の改
善のための手段」を購入す
る層 

ハイテク製品に対して抵抗
を感じつつも、業界標準や
実績のある大企業といった
ものを拠所として購入を決
定する購買層 

ハイテク製品には無関心な層であり、他の製品に組み込
まれて知らずに購入するような購買層 

イノベーター 
（革新者） 

アーリーアドプター 
（先駆者） アーリーマジョリティ レイトマジョリティ 

ラガード 
（無関心層） 

これまで実現できなかったことを新しい技術
で実現できることを理解させる。 

キャズムを超えるために・・・ 

 ・付加価値再販パートナーの育成 

 ・サードパーティベンダーによるアフターマーケットの構築 

製品を飛躍的に使いやすくする、もしくは技術
に疎い人たちにも使いやすい環境を整える。 

さらに数多くの補完製品やサービスを揃え、顧客がその
製品を活用できる理論的な上限 

豊富な補助製品や補完機
能やサービス。コアプロダクト
の機能やサービスを拡張し、
顧客の目的を最大限満足
させる製品やサービス 

製品そのもの 顧客の購入目的を最低限
満足（期待）させる機能、製
品、サービス 

拡張プロダクト 理想プロダクト 期待プロダクト コアプロダクト 

（参考） ジェフリー・ムーア著「キャズム」 



21 ３－１０－１． ホールプロダクト戦略（コールセンター分野） 

イノベーター 

アーリーアドプター 

アーリーマジョリティ 

レイトマジョリティ 

ラガード 

コアプロダクト 

期待プロダクト 

拡張プロダクト 

理想プロダクト 

 ・AmiVoice CallScriber 

 ・AmiVoice Assist 

 ・AmiVoice Ex 

 ・AmiVoice Telephony 

 ・AmiVoice SpeechVisualizer 

    コールセンター向け製品の開発/ リリース 

 ・Communication Suite 

統合型パッケージ製品開発 

案件の大型化 

コールセンターアワード受賞 

みずほ情報総研との販売連携強化 

コンプライアンス意識の高まり 

顧客の声（ＶＯＣ）活用の期待 

・リスク抽出機能の追加による機能強化 

・ユーザビリティ向上のための各種機能開発 

・保守体制、導入体制の強化 
    施策 

大手企業への導入（２６事例） 

大同生命コールセンターに採用 

AIGエジソン生命コールセンターに採用 



22 ３－１０－２． ホールプロダクト戦略（データエントリー分野） 

イノベーター 

アーリーアドプター 

アーリーマジョリティ 

レイトマジョリティ 

ラガード 

コアプロダクト 

期待プロダクト 

拡張プロダクト 

理想プロダクト 

・エンジンモードの改良等製品力の更なる強化 

・販売および開発パートナーとの連携強化 
    施策 

銀座コージーコーナーへの技術提供 

IHIエスキューブとの連携 

日立グループとの連携 

    製造業向け音声認識製品の開発/販売 
 ・AmiVoice Guard 

 ・AmiVoice Reporter 

 ・AmiVoice Keyboard 

    データエントリー向け製品の開発/販売 



23 ３－１０－３． ホールプロダクト戦略（モバイル・教育分野） 

イノベーター 

アーリーアドプター 

アーリーマジョリティ 

レイトマジョリティ 

ラガード 

コアプロダクト 

期待プロダクト 

拡張プロダクト 

理想プロダクト 

 ・AmiVoice CALL - pronunciation - 

教育分野向け製品の開発/販売 

Ｙａｈｏｏ！音声検索への採用 

ベネッセ / ニチイ学館への技術提供 

富士通らくらくホンへの採用 

iPhone等スマートフォンの普及 

Googleの音声認識活用 

 ・ＤＳＲ技術を利用した各種アプリケーション開発 

モバイル向け製品の開発/リリース 

・教育関連に関しては、発音評定ソフトから学習ソフトへの進化 

・販売および開発パートナーとの連携強化 

・音声検索サービスプラットフォーム、擬人化サービス事業の提供（VAS） 
    施策 



24 ３－１０－４． ホールプロダクト戦略（医療・議事録分野） 

イノベーター 

アーリーアドプター 

アーリーマジョリティ 

レイトマジョリティ 

ラガード 

コアプロダクト 

期待プロダクト 

拡張プロダクト 

理想プロダクト 

 ・AmiVoice Recorder / Rewriter 

議事録分野向け製品の開発/販売 

電子カルテ普及率の停滞 

地方自治体の財政状況  ・AmiVoice Ex シリーズ（Rad、Clinic等） 

 ・東邦薬品へのOEM供給（ENIF Voice） 

医療向け製品の開発/販売 

医療・議事録分野における中核製品は
一定の評価を受けている 

・製品力の更なる強化 

・販売および開発パートナーとの連携強化 

・OEM供給や電子カルテへのバンドル等への取り組み 

・医療VDS、議事録VDSにおけるサービスレベルの強化 

    施策 

サイバークラーク研究所との連携 

東京都議会・全１２委員会で採用 

議事録/自治体・民間累計68施設導入 

医療機関等3,400ユーザ以上利用 

    累計 11,000ライセンス突破 



25 ３－１１． 第２次中期経営計画における経営目標 

連結売上高 

2013年3月期 2014年3月期 2012年3月期 2011年3月期 

3,000 

1,000 

－ 

－ 

－ 

2,000 

1,512 

1,850 

2,600 

3,300 

売上規模の拡大、財務体質の強化 収益力の改善 

マーケットイン型ビジネス 

フェーズ２ 

30 
300 

600 

フェーズ１ 

フェーズ３ 

2011年3月期 

（連結実績） 

2012年3月期 

（予想） 

2013年3月期 

（予想） 

2014年3月期 

（予想） 

売上高（成長率） 1,512（－） 1,850（22.3％） 2,600（40.5％） 3,300（26.9％） 

営業利益 ▲120（－） 30（－） 300（900％） 600（100％） 

経常利益 ▲17（－） 130（－） 400（207.7％） 700（75％） 

▲120 

売上高    営業利益 

（百万円） 
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27 ４－１． 国内外の競合性 

Google ・・・ 音声検索、音声翻訳等強化 

Apple ・・・ 音声認識技術の新興企業SIRI買収（バーチャル個人アシスタント） 

Nuance Communication ・・・ 音声認識技術の買収戦略（Artificial Growth） 

NEC ・・・ 議会議事録を中心に展開 

フュートレック ・・・ モバイルにおいて展開 

その他小規模ベンチャー ・・・ 単発商品展開 



28 ４－２． グローバル展開 

For China 

For Thailand 

 

For USA（Europe） For Asia 



29 本資料に関するお問い合わせ・注意事項 

本資料は、中期経営計画に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を
勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は２０１１年３月末日のデータに基づいて作成さ
れております。本資料の計画、予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その実現・達成を、約束する
ものではなく、また、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではありません。本資料に記載さ
れた内容は、予告なしに変更されることがあります。 

株式会社アドバンスト・メディア 経営管理本部 

０３－５９５８－１０３１ 

０３－５９５８－１０３２ 
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  ＦＡＸ ： 
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